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１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 5,838 5.0 683 67.7 479 70.7

2021年３月期第１四半期 5,559 2.1 407 5.8 280 17.5
(注) 包括利益 2022年３月期第１四半期 639百万円(△58.1％) 2021年３月期第１四半期 1,527百万円( 957.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 41.69 27.14

2021年３月期第１四半期 24.41 15.89

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 1,316,372 51,937 3.9

2021年３月期 1,301,346 51,811 3.9
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 51,937百万円 2021年３月期 51,811百万円

(注) 「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 25.00 － 25.00 50.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の
配当状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 10,900 △3.0 1,000 19.1 700 23.1 53.30

通期 21,800 △3.4 2,200 △2.8 1,400 △7.8 106.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 11,679,030株 2021年３月期 11,679,030株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 189,466株 2021年３月期 189,158株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 11,489,651株 2021年３月期１Ｑ 11,490,949株

（注）期末自己株式には、役員株式報酬制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有する自社の株式

（2022年3月期１Ｑ92,400株、2021年３月期92,400株）が含まれております。

また、期中平均株式数を算定するにあたり、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式の期中平均株式数

（2022年3月期１Ｑ92,400株）を控除する自己株式数に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】２ページ「１．当四半期
決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第１回Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 12.50 ― 12.50 25.00

2022年３月期 ―

2022年３月期
（ 予 想 ）

12.50 ― 12.50 25.00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期(2021年４月１日～2021年６月30日)における連結経常収益は、貸出金利息の増加及

び役務取引等収益の増加等により前年同期比278百万円増収の5,838百万円(対当第２四半期連結累

計期間業績予想進捗率53％)となりました。連結経常費用は、前年同期比２百万円増加の5,154百万

円となりました。この結果、連結経常利益は前年同期比276百万円増益の683百万円(同68％)、親会

社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比198百万円増益の479百万円(同68％)となりました。

（２）財政状態に関する説明

預金残高は、当第１四半期中に136億円増加して１兆2,167億円(前年同期比321億円増加)となり

ました。また、預り資産残高(預金、譲渡性預金、投資信託、公共債及び個人年金保険の合計)は、

当第１四半期中に209億円増加して1兆3,652億円(前年同期比489億円増加)となりました。貸出金残

高は、当第１四半期中に９億円減少して9,846億円(前年同期比201億円増加)となりました。有価証

券残高は、当第１四半期中に27億円減少して1,651億円(前年同期比５億円増加)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期第２四半期連結累計期間及び2022年３月期通期の連結業績予想につきましては、

2021年５月13日に発表いたしました予想数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

現金預け金 103,458 124,476

買入金銭債権 895 855

商品有価証券 101 101

有価証券 167,892 165,168

貸出金 985,601 984,616

外国為替 3,192 1,544

リース債権及びリース投資資産 10,409 10,035

その他資産 15,457 15,534

有形固定資産 12,595 12,484

無形固定資産 587 597

繰延税金資産 1,171 1,079

支払承諾見返 5,007 4,803

貸倒引当金 △5,025 △4,924

資産の部合計 1,301,346 1,316,372

負債の部

預金 1,203,148 1,216,777

譲渡性預金 3,387 4,972

借用金 26,771 26,823

外国為替 23 29

その他負債 9,594 9,469

退職給付に係る負債 804 786

役員株式報酬引当金 16 22

役員退職慰労引当金 18 －

睡眠預金払戻損失引当金 19 18

偶発損失引当金 89 87

繰延税金負債 139 132

再評価に係る繰延税金負債 513 513

支払承諾 5,007 4,803

負債の部合計 1,249,534 1,264,435

純資産の部

資本金 17,810 17,810

資本剰余金 15,991 15,991

利益剰余金 15,589 15,555

自己株式 △340 △340

株主資本合計 49,050 49,016

その他有価証券評価差額金 2,109 2,265

繰延ヘッジ損益 △1 △1

土地再評価差額金 671 671

退職給付に係る調整累計額 △19 △14

その他の包括利益累計額合計 2,760 2,920

純資産の部合計 51,811 51,937

負債及び純資産の部合計 1,301,346 1,316,372
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

経常収益 5,559 5,838

資金運用収益 3,293 3,292

（うち貸出金利息） 2,871 2,907

（うち有価証券利息配当金） 399 371

役務取引等収益 704 847

その他業務収益 1,458 1,592

その他経常収益 103 105

経常費用 5,152 5,154

資金調達費用 155 73

（うち預金利息） 88 47

役務取引等費用 688 680

その他業務費用 1,333 1,414

営業経費 2,890 2,862

その他経常費用 84 122

経常利益 407 683

特別損失 0 0

固定資産処分損 0 0

税金等調整前四半期純利益 406 683

法人税、住民税及び事業税 127 157

法人税等調整額 △1 46

法人税等合計 125 204

四半期純利益 280 479

親会社株主に帰属する四半期純利益 280 479
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

四半期純利益 280 479

その他の包括利益 1,246 160

その他有価証券評価差額金 1,212 155

繰延ヘッジ損益 5 △0

退職給付に係る調整額 28 4

四半期包括利益 1,527 639

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,527 639
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配

が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識す

ることといたしました。これにより、返金が不要な契約における取引開始日の顧客からの受取手数

料について、従来は、入金時に一括して収益を認識する処理によっておりましたが、財又はサービ

スが提供された時に収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合

の累積的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新

たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の役務取引等収益は11百万円増加、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は11百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は136百万円減少

しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び

「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的

な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用すること

といたしました。これにより、その他有価証券のうち時価のある株式、受益証券及び出資証券は原

則として連結決算日前１カ月の市場価格等の平均価格により評価しておりましたが、当第１四半期

連結会計期間末より第１四半期連結会計期間末日の市場価格等により評価しております。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感

染症拡大の経済への影響を含む仮定について重要な変更はありません。
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2022年３月期 第1四半期決算説明資料

当社の2022年３月期第１四半期（2021年４月１日から2021年６月30日まで）における四半期情報についてお知らせします。

１.2022年３月期第１四半期の業績【単体】 ＜参考＞

（単位：百万円） （単位：百万円）

1 4,323 181 4,141 8,400

2 3,449 266 3,182

資金利益 3 3,276 70 3,205

役務取引等利益 4 121 144 △ 23

その他業務利益 5 51 51 0

うち国債等債券損益 6 49 49 0

7 2,784 △ 27 2,812

8 1,439 △ 39 1,478

9 1,149 24 1,124

10 196 △ 12 208

(2-7) 11 664 294 370

(2-6-7) 12 614 244 369

13 605 249 355

14 - - -

(11-14) 15 664 294 370

16 49 49 0

臨時損益 (26+28+29-18) 17 △ 26 △ 61 34

②不良債権処理額(19+20+21+22-23-24-25) 18 △ 16 △ 14 △ 1

貸出金償却 19 - - -

個別貸倒引当金純繰入額 20 - - -

延滞債権等売却損 21 - - -

偶発損失引当金繰入額 22 18 △ 17 35

個別貸倒引当金戻入益 23 28 52 △ 24

償却債権取立益 24 6 △ 55 62

その他貸倒関係損益 25 - - -

③一般貸倒引当金戻入益 26 △ 21 △ 71 49

27 4 56 △ 51

株式等関係損益 28 △ 39 △ 22 △ 17

29 17 17 0

(15+17) 30 637 232 404 900

31 △ 0 0 △ 0

32 637 233 403

33 119 14 105

34 51 50 1

(33+34) 35 171 64 106

(32-35) 36 465 168 297 600

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

うち国債等債券損益

(貸倒償却引当費用①＋②－③）

その他臨時損益

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益

業務純益

   至 2021年 9月30日）

経常収益

業務粗利益

経費（除く臨時処理分）

人件費

物件費

税金

業務純益（一般貸倒繰入前）

コア業務純益

除く投資信託解約損益

①一般貸倒引当金繰入額

当第１四半期累計期間 前第１四半期累計期間 当第2四半期累計期間予想

（自 2021年 4月 1日
前年同期比

（自 2020年 4月 1日 （自 2021年 4月 1日

   至 2021年6月30日）    至 2020年6月30日）

－ 7 －






